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オペ レッ タ ・ ル ネッ サン ス 
ジャ ッ ク ・ オ ッ フ ェ ン バッ ク の 最高 傑作 


巴里 の 生活 』 
フェ ル ゼ ン シ ュ タイ ン 版 台本 に よる 
脚色 ・ 演 出 寺崎 裕 則 


癌 美 の 部 、 万 写 を 奏 含 た 
其 と 計 が 殆 叉 する ス 友 葉 茂 // 
ズ ズ 人 の た め の チ レッ タ 之 奏 // 

信孝 交 江 / 


199S5 年 5 月 16 日 ( 火 ) >2 1 日 (日 ) 
日 暮 里 駅 前 ・ 日 募 里 サニー ホー ル 
(ホテ ル ・ ラ ング ウッ ド 内 ) 


(時) 日 本 す オペレッタ 協会 公演 
オペ レッ タ 『 巴里 の 生活 』 
LA VIE PARISIENNE( 仏 ) ・ PARISER LEBEN( 独 ) 

メイ ヤッ ク 色 アレ ヴィ ン ノ 台本 

ジャ ッ ク ・ オ ッ フ ェ ン バッ ク プ 作曲 

ワル ター・ フ ェ ル ゼン シュ タイ ン 版 に よる 
脚色 ・ 演 出 寺崎 裕 則 


[ジャ ッ ク ・ オ ッ フ ェ ン バッ ク の 作品 と 『 巴 里 の 生活 』 そ の 時 代 ]〕 
オペ レッ タダ の 元 福 、 ジ ャ ッ ク ・ オ ッ フ ェ ン バッ ク (1817-1880) は 、 
日 本 で は 「 天 国 と 地獄 」「 浅 草 オ ペラ 」「 カ ンカ ン 踊 り 」 と 三 大 新 
的 イメ ー ジ し か 知ら れ て いま せん が 、 ヨ ー ロ ッ パ で は オッ フェ ン バ 
ッ ク は どの オペ ラ ハ ウ ス に も 人 欠か せな い 存 在 で す 。 
その ヨー ロッ パ で さえ 、 実 は オッ フェ ン バ ッ ク の す ど ご ど さ 、 人 怖 さ 、 
僅 大 さ が 分 か ら な か っ た の で す 。 ま ァ 、 と に か く オ ッ フ ェ ン バッ ク 
の オペ レッ タ に は “あきる” と いう 言葉 、 “面白 く な い ” と いう ら 言 
葉 は 一 切 あ り ま せん 。 楽 し く て 、 面 白く て 、 陽 気 で 、 そ れ は まる で 
ー ニ ヴァ ル み た い に 騒 々 し く て 、 エ ネル ギ ッ シ ュ で す が 、 ふ と 気 
が つく と 世の中 や 人 生 へ の 壊 召 と メラ ンコ リー が ひょいと 顔 を の ぞ 
か せま す 。 底 抜け に 明る い ウ ィ ツ ト と ユー モア で 大 笑い し て いる うら 
ち に 時 代 を ひっ くり 返す よう な 鋭い 風刺 が 喉 ば と け を き ゅ ん と 突き 
刺し ます 。 沸 々 と 為 え た ぎる デカ ダン ス か ら は 任 奇 と 神秘 と 悪魔 
(デー モン ) の 湯気 が 立 エ り ま す 。 ロ ッ シ ー ニ が “シャ ン ゼ リー ゼ 
の モー ツテ ルト ” と 称え た 、 あ の こん こん と 江 き 出る 美しい メロ デ 
ィ ー の 中 に は 真 の 芸術 だ けが も つ “ 毒 ” が た っ ぷり と し み 込 ませ て 
あっ た の で す 。 そ し て 何より も いつ の 時 代 に も 古く な ら な い 人 間 の 
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本 当 の 姿 、 人 間 の 本 質 が 、 真 実 が オッ フェ ン バ ッ ク の オペ レッ タ に 
は 描か れ て いる の で す 。 だ か ら 、 い つの 時 代 に も 新鮮 で 少し も 古く 
な ら な い の で す 。 

こう し た オッ フェ ン バ ッ ク の 真価 を 再発 見 し 、 舞 台 で 実現 し て 見 
せ た の が 、 寺 崎 裕 則 の 師 、 今 世紀 最大 の 演出 家 と 称え られ た ベル リ 
ジ シラー ミッ シュ オー パー の 導出 家 ソ ルター・ ブ プ ェ ル ゼン シュ ダイ 
ン で す 。 そ の きっ か け と な つた の が 、1937 年 に チュ ー リ ッ ヒ の オペ 
ラ ハ ウ ス で 演出 し た この 『 巴 里 の 生活 』 だ っ た の で す 。 そ れ は ヨー 
ロッ パ に 大 き な 衝 撃 を 与え まし た 。 オ ッ フ ェ ン バッ ク 再 評価 の 気運 
が 高まり 、 オ ッ フ ェ ン バッ ク ・ ル ネッ サン ス な る か 、 と 思わ れ ま し 
た が 、 オ ッ フ ェ ン バッ ク が ユダ ヤ 人 で あっ た 為 、 ナ チズ ム の 手 で 葬 
り 去 られ まし た 。 ' k 
戦後 、 フ ェ ル ゼン シュ タイ ン は 、 根 城 、 コ ユー ミッ シェ オー パー で 、 


に オッ フェ ン バ ッ ク の 代表 作 を 演出 、 上 演 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 に 巡演 し 
て 、 オ ッ フ ェ ン バッ ク の 本 当 の 姿 を 知ら せま し た 。 や が て 第 2 次 オ 
ッ フ ェ ン バッ ク ・ ル ネッ サン ス が 興 り 、 今 の よう な どの オペ ラ ハ 
ウス に も 欠か せな い 演 目 に まで 拡がっ て いっ た の で す 。 

寺崎 裕 則 は 語り ます 。「 私 は 、1972 年 、 フ ェ ル ゼン シュ タイ ン の 
『 青 ひげ 』 を 見 て 、 荻 天 動 地 の 衝撃 を うけ 、 初 め て 、 オ ッ フ ェ ン バ 
ッ ク の 深 さ 、 怖 さ 、 す ご さ 、 楽 し さ を 知 っ た の で す 。 2 年 後 、 私 は 
フェ ル ゼ ン シ ュ タイ ン に 私 小 し 、 演 出 助手 と な り 師 か ら オ ッ フ ェ ン 
バツ ク の 真髄 を 学び まし た 。 そ し て いつ か 、 日 本 に オッ フェ ン バ ッ 
ク の ほん と う の 姿 を 伝え よう 。 そ れ に は 、 オ ッ フ ェ ン バッ ク ・ ル ネ 
ッ サ ンス の きっ か け と な っ た 巴里 の 生活 』 を まず 最初 に 、 そ れ も や 
- フ ェ ル ゼン シュ タイ ン 版 の 訳詞 、 台 本 で 一 一 。23 年 来 の 夢 が いよ い 
よ 実 現す る の で す 。!」 | 

オペ レッ タ 『 世 里 の 生活 』 は 、1867 年 に パリ で 開か れ た 万 国 博 覧 

_ 会 で 世界 中 か ら 集まる 人 々 を 当て こん で 、 その 前 年 の 10 月 、 初演 さ 
れ 、 丸 1 年 間 も ロ ング ラン し まし た 。 

当時 の パリ は ナポレオン 三世 の 統治 する 第 二 帝 政 時 代 の 頂点 と い 
っ て いい 時 期 で し た 。 第 二 帝 政 時 代 (1850-1870) と いえ ば 、 フ ラン 
ス の 歴史 上 、 最 も 華やか な 栄光 の 時 代 だ っ た の で す 。 血 の フラ ンス 
革命 も 終わ り 、 産 業 革命 で 庶民 の 力 が 沸き 起り 、 加 えて 植民 地政 策 
の 成功 で 国家 は 繁栄 し 、 そ の エネ ルギー は 革命 や 戦争 に 向かう こと 
な く 国 内 に 充満 し し デカ ダン ス の 花 を 咲か せま す 。 如 婦 、 金 権 結婚 、 
黄金 万 能 と 三 つ の “ 悪 の 華 ” が 第 二 政 の 人 工 庭 園 に 毒々 し く 咲 き 
誇り まし た 。 ボ ー ド レー ル が 『 潮 の 華 』 を 、 デュ マ ・ フ ィ ス が -『 椿 - 
姫 』 を 書い た の も その 綿 で し た 。 

花 の 都 パ リ は 、 も 2 う 毎日 が 日 曜日 で 歓楽 の 都 と 化し まし た 。 そ ん 
な 時 代 の 風 を 一 杯 に 負 っ て 、 ナ ポレ オン 三世 は 世界 に 向かい 大 芝 
居 を 打っ た の で す 。 芝 居 の 題名 は 「 パ リ 万 国 博 覧 会 」。 機 を 見 る に 
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敏 の オッ フェ ン バ ッ ク は この 好機 を 逃す わけ が あり ませ ん 。 今 迄 は 
『 天 国 と 地獄 』 や 『 美 わし の エレ ー ヌ 』 な ど ギ リ シ ャ 神 話 を 題材 に 
神々 の 姿 を 借り て 現実 の 社会 を 、 政 治 を 、 人 間 関 係 を 、 男 と 女 を 痛 
烈 に 誤 刺 し て きま し た が 、 も うそ ん な まだ る こし いこ と を する 必要 
は あり ませ ん 。 オ ッ フ ェ ン バッ ク は ここ で 現実 の 、 今 、 自 分 た ち が 
生き て いる パリ を 存 分 に 斉 刺 し まし た 。 相 棒 の 台本 作家 メイ ヤッ ク 
と アレ ヴィ の 二 人 は 、 ま る で 覗き カメ ラ で 見 る よう に 、 克 明 に スケ 
ッ チ し て 『 巴 里 の 生活 』 に 詰め 込み まし た 。 

パリ の 大 通り 、 グ ラン ・ ブ ル ヴ ァ ー ル で 起り 、 起 る で あろ う 、 貴 
嘩 、 ス リ 、 拉 っ 払い 、 誘 惑 、 ペ テン 、 騙 し 合い 、 恋 を 、 不 倫 を 、 三 
角 、 四 角 関 係 を 一 。 オ ッ フ ェ ン バッ ク は 万 国 博 に 酔う パリ 、 そ の 
手 雑 さと 春 放 さ を 、 あ けっ ぴろ げに 陽気 に 音楽 と 踊り で 盛り 上 げ 、 
色 と 欲 が か らん で 騙し 騙さ れる 人 間 た ちの お か し さ を 、 愚 か さ を 、 
買 さ を 大 胆 に ドラ マテ ィ ッ ク に 描い て 、 そ の 時 代 を 見 事 に 戯画 化 
(りり カ デュ ア ) し た の で す 。 

偽物 と 本 物 。 偽 物 が 本 物 に 見 え 、 本 物 が 偽物 に 見 える この 二 重 構 
造 、 そ の 時 は 誰 も 本 当 の こと と 信ずる 人 間 。 だ が その 熱 が さめ た 時 、 
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偽物 が すべ て の 化粧 を 落し た 時 、 デ カ ダ ン ス の 世界 の パロ ディ 化 、 
喜劇 と 悲劇 は 紙 一 重 、 つ いこ の 間 起 っ た 日 本 の バブ ル 長 気 と 今日 が 
重なり 合い ます 。 ' 


[あらすじ コ 」] 
1867 年 、 パ リ の 町 。 折 し も ゃ パリ 万 国 博 覧 会 が 開催 され て いる 。 
二 人 の 友人 ど お し が 一 人 の 女性 に 恋 を する と 、 往 々 に し て 友情 に 

ひび が は いる 。 ボ ビ ピ ネ と ギャ ルド フー の 場合 も そう で あっ た 。 二 人 
の 希代 の プレ イボ ー イ は 仲たがい する 。 今や 、 過 去 の 痛 手 か ら 立 ち 
直っ た と 思っ て いた 二 人 だ が 、 新 し い お 目 当て の 相手 は また も でぶ 同 
じ 女 性 で あっ た 。 そ の 二 人 の 前 を 崇拝 する 魅惑 的 な 高級 妨 婦 (= ニ ド 
ミ ・ モ ンド ) メ テ ル ラ は 新しい 男 の 腕 に 掴ま っ て 足早 に 通り 過ぎ て 
行く 。 こ ん な 裏切り に あっ て 、 か つて の 敵対 関係 も 忘れ 、 友 情 が 復 
活 す る 。 二 人 は 上 流 社会 の ご 婦人 達 に 目 を 向け 、 近 づこ うと する 。 
ギャ ルド フー は スウ ェ ー デ ン の ゴン ドル マル ク 男 爵 が 若く 美貌 の 妻 
を 伴っ て 現れ た と 知る と 、 み ず か ら “観光 が ガ イド” と 名 乗り を 上 げ 


男 血 夫妻 に 憶 て の パリ を 案内 し 、 自 宅 を グラ ンド ・ ホ デル 別館 と 称 “~~「 


し 連れ て ゆく 。 パ リ で 恋 の 冒険 を 夢見 る ゴン ドル マル ク 男 員 は 友人 
か ら メ テル ラ 宛 の 紹介 状 を 持っ て きた 。 ギ ャ ルド フー は 稀 き 、 怒 る 
が 男 呈 を メ テ ル ラ に 紹介 する 。 だ が 、 ま だ 大 き な 間 題 が 残さ れ て い 
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Vignettes by P. Hadol from an 1875 cdition of the libretto of Lg vie parisienne 

(Librairie lllustree, Paris) : the Brazilian arriving at the station: Frick the boot makcr 

and Gabrielle the glove maker: Mcltella reading the letter from jcan-Stanislas: and 
the “Swiss admira'′ proposing a toast at the parly. 


た 。 “グラ ンド ホテ ル ” さながら に 、 当 時 の し きた り だ っ た お きま 
り の 食卓 で 、 同 宿す る 人 た ちと お きま り の 時 間 に 晩 無 会 を 催さ ね ば 
な ら な い の だ 。 常連 の ディ ナー (= ニタ ー ブ ル ・ ド ー ト ) ” と いえ 
ば 一 応 ハ イツ サエ ティ の 晩 舞 会 で や る 。 男 爵 は いろ いろ る 体験 し た く 
て た ま ら な いら うえ 、 何 で も 簡単 に 信じ て し まう 男 だ 。 そ こ で 「 馬 子 
に や ゃ や 衣装 」 と ギャ ルド フー は 洪 屋 の フリ ッ ク 、 手 袋 屋 の マダ ム の ギ 
ャ ブリ エル を は じ め 、 い か が わし い 勅 を も っ と も らし い お 客 と し て 
"常連 の ディ ナー"” が 始ま る 。 彼 等 の ば か げた 振る 舞い を 男爵 は 
「 パ リ 風 の エレ ガン ト 」 と 解 し 、 し ご くど ご 満悦 で ある 。 

さて 、 ギ ャ ルド フー は 何と か 男 只 夫 人 を も の に し よう と する 。 そ 
れ に は 男 調 に 息 つ く 暇 も 与え な いこ と で ある 。 ボ ビ ネ は 手痛い 目 に 
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あい 、 上 流 社 会 の 貴婦人 を 嫌い に な っ た こと も あっ て 、 ギ ャ ルド フ 
ー に いた ずら を 企てる 。 ボ ビ ネ は 、 旅 行 中 の 大 金 持 の 伯母 マダ ム ・ 
カン ペー ル ・ カ ラ デ ッ ク の 屋敷 で 男 呈 の 為 に “ 真 の パリ 上 流 社会 の 
パー ティ ー” を 供し 、 そ の 間 、 ギ ャ ルド フー が 男爵 夫人 と 二 人 き り 
に な れる よう 取り 計ら う 。 ボ ビ ネ は 海軍 大 将 に 抽 し 、 伯 母 の 小隊 使 
い の ポ ー リ ー ヌ は その 夫人 に 、 そ の 他 の 召使 や フリ ッ ク 、 ギ ャ プリ 
エル は それ ぞ れ に 侯爵 や 伯爵 令嬢 、 中 国 の プリ ンス 、 日 本 の 大 使 夫 
に 喜 々 と し て な りき り “上 流 社会 の 振る 舞い ” や “ 償 り の 仮面 " 
を ひっ ぱ が し 、 こ け に する 。 男 爵 は も う “これ ぞ パ リ の 上 流 社 会 ” 
と 感動 、 本 いつ ぶれ る 。 E 
一 方 、 ギ ャ ルド フー は 自宅 で 、 そ ん な 夫 の 行状 も ギャ ルド フー の 
企み も 知ら ず に 、 憧 れ の オペ ラ 座 で オペ ラ を 見 て 帰っ て くる 男 処 夫 
人 と 究 の 時 を 過ごそ うと 待ち 受け て いる 。 し か レギ ャ ルド フー も ポ 
ビ ネ も 、 メ テル ラ が か つて の 恋人 に 仕返し を 目論ん で いる こと は 予 
想 も し て いな か っ た 。 

マダ ム ・ カ ン ペ ー ル は 建 の マドモアゼル ・ フ ォ レ ・ ヴ ェ ル デュ ー 
ル と 旅行 先 か ら 早 目 に 帰っ て 来 て 、 我 が 家 で 行わ れ て いる “ 和 狂 乃 ” 
に 仰天 、 男爵 夫 人 の いる 偽 の グラ ンド ・ ホ テル 別館 へ や っ て 来る 。 
フォ レ ・ ヴ ェ ル デュ ー ル は 、 男 爵 夫 人 と は 旧知 の 仲 で あり 、 手 紙 で 
男爵 夫人 の パリ 滞在 を 知っ て いた の で ある 。 こ うら し て 、 ギ ャ ルド フ 
ー の デー ト は 水泡 に 帰す る 。 そ れ ば か りか 男 主 夫人 は 、 偽 ガイ ド 、 
ギャ ルド フー の 正体 を 暴く メ テ ル ラ か ら の 手紙 を 受け と っ て いた 。 
男 咽 夫人 と マダ ム ・ カ ン ペ ー ル は ここ を 先 途 と か き 口 説く デ ギャ ルド 
フー を こけ に する 。 還 記 ' “ 

さら に グラ ンド ・ ホ テル 本 館 で “パリ の 上 流 社会 の 狂 宴 ” を 終え 、 
男 諸 を 先頭 に ご 機嫌 で 帰っ て きた 一 行 を 待ち 受け て いた の は 男爵 夫 
人 の 逆 競 と 、 マ ダム ・ カ ン ペ ー ル の ギャ ルド フー へ の 落 埋 ! 

男 馬 の パリ に お ける 財 険 は まだ まだ 続く 。 美 し い メ テル ラ に 誘わ 
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れ 、 男 爵 は 、 ブ ラジ ル の 百 万 長者 の 催す カフ ェ ・ ア ング レ の 大 仮面 
舞踏 会 に 赴く 。 そ こ で 一 同 は 予期 せ ぬ 再会 を する 。 男 只 は 、 ひ どい 
詐欺 に あっ た と 怒り 、 ギ ャ ルド フー や ボ ビ ネ と 決着 を つけ よう と す 
る 。 あ わ や 決闘 と いう と ころ で 、 現 れ た 何やら 「 ド ン ・ ジ ョ バン ニ 」 
の 三 人 の 喪 の ヴェ ー ル を つけ た 女 の よ うに 、 そ れ ぞ れ 胸 の すく よう 
な 仙 を 討ち 、 と ど 男 爵 夫 人 は 夫 の 胸 に 飛び 込ん で こと 無き に 終り 、 
ギャ ルド フー は 後悔 し な が ら メ テル ラ と より を 戻し 、 ボ ビ ネ は それ 
を 口 惜 し が りな が ら な ぜ か ポー リー ヌ の も と へ 、 と ハッ ピー・ エ ン 
ド 。 

すべ て の 真実 を 知っ て いる マダ ム ・ カ ン ペ ー ル は 、 如 の ヴェ ル デ 
ー ル に 「 こ れ が 人 生か し ら ( セ ・ ラ ・ ヴ ィ ー) ! ?」 と 間 わ ず 語 り 
に 言え ば ー 一 。 

再び カン カン が 巻き 起こ り 、 ゴ ンド ル マ ル ク 男 爵 夫 妻 は 、 歓 楽 の 
都 パ リ に 美しい 思い 出 を 残し 、 ス ウェ ー デ ン へ と 帰っ て 行く 。 
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[協会 な ら で は の 歌 役 者 と 夢 を 形 に する スタ ッ フ た ち ]〕 
個性 溢れ る 登場 人 物 の 多い この オペ レッ タ 、 出 演者 た らち もそ の 個 
性 に 負け て は いら れ な い 。 お 上 りさ ん よろ し く パ リ に 憧れ る スウ ェ 
ー デ ン か ら や っ て 来 た ゴ ンド ル マ ル ク 男 爵 (9 ト ツ ) に は 、 今 回 協会 初 
避 場 の ヴェ テラ ン 松 尾 篤 興 と 、 こ れ ま た 初め て 出演 の オペ レッ タ 大 - 
好き な 松本 進 。 男爵 夫 人 クリ ステ ィ ー ヌ (77/) に は 花 の ある 硬 
みどり 、 ウ ィ ー ン 国立 歌劇 場 で 活躍 、 日 本 で は 今回 が 初舞台 と な る 
佐々 木 典 子 。 そ の 男爵 夫人 を 口説 く プ レイ ボー イ の ギャ ルド フー(? 
た め に は 今や すっ か りお 馴染 に な っ た 近藤 伸 政 と これ も 初 登場 の イ 
タリ ア で 大 活躍 し て いた 黒崎 錬 太 郎 。 そ の 恋人 メ テ ル ラ (77?/) に は 
いずれ 芝 落 か 柱 着 の 高野 久美 子 と 協会 初出 演 の 宇佐 美 瑠璃 。 ギ ャ ル 
_ ド フ ー の 恋 信 で プレ イボ ー イ の ボ ビ ネ (?/- め に は 久々 に 登場 の 三 林 
輝夫 と 協会 最多 出演 の 佐藤 一 昭 が 渋い 演技 を 競う 。 大 金 持 の マダ ム ・ 
カン ペー ル ・ カ ラ デ ッ ク に は 『 小 鳥 売り 』 で 各 評 論 家 を 絶 装 させ た 
木 月 京子 。 靴 屋 の ラリ ッ ク に は 1 年 半 振 り の 小栗 純一 と 昨年 の ジロ 
ー・ オ ペラ 新人 賞 を 受賞 し た 坂本 秀明 。 手 袋 屋 の マダ ム の ギャ プリ 
エル に は 『 小 鳥 売り 』 の クリ ステ ル 役 で 競演 し 、 オ ペレ ッ タ に 水 を 
得 た 魚の よう な ツ プ ラノ の 佐橋 美 起 と 山田 綾子 。 プ ラジ ル 人 に は 将 
来 の す オペ レッ タ ・ ス ター と 期待 され る テノール の 平田 孝二 。 観 光 ガ 
イド の ユル バン に は 『 小 鳥 売り 』 で 好評 の 島田 啓介 。 さ ら に だ 平山 竹 
和 子 、 三 角 校 里 桂 、 坂 本 教子 、 村 田 友里 、 伊 藤 潤 、 松 本 邦 裕 、 工 
田 告 ら が 賑やか に 脇 を 固め 、 腕 達者 な 歌 役 者 が 揃っ た 。 
オペ レッ タ は 総合 芸術 で ある 。 こ と の 『 巴 里 の 生活 』 の 舞台 を 創り 、 
暴 で 支え を る ろ ス タッ プ フ た ち 。 こ れ ま で も 、 日 本 オペ レッ タ 協 会 の 人 演 " 
で は その 見 事 な ナ ー ム ワー ク で 数 々 の オペ レッ タ の 名 舞台 を 生み 出 
し て きた 。 今回 も 見 る 人 た ち を 夢 の 世 界 へ 誘っ て くれ る 。 
そん な 出演 者 と スタ ッ フ を 共 人 紹介 する 。 
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出 演 者 
1995 年 5 月 16H( ぬ 0、18H()、208 せ ) / 17H(、19H(⑧21B() 
ゴン ドル マル ク 男 爵 松尾 篤 興 松本 進 
- 男 咽 夫人 クリ ステ ィ ー ヌ 三 縄 みどり 佐々 木 典 子 
ラウ ル ・ ド ・ ギ ャ ルド フー 近藤 伸 政 黒 呈 錬 太朗 
ボ ビ ネ 三 林 輝 夫 佐藤 一 昭 
メ テ ル ラ 高野 久美 子 宇佐 美麗 璃 
フリ ッ ク ( 靴 屋 ) 小栗 純一 坂本 秀明 
ギャ ブリ エル (手袋 屋 ) 山田 綾子 佐橋 美 超 
プラ ジル 人 = カマ ボー ル 平田 孝二 (全日) 
ユル バン (ガイ ド ) 島田 啓介 ( 全 有 ) 
ー マダ 』・ カ ソ ペ ー ル ・ カ 2 テッ リク 木 月 京子 ( 全 B) 
マドモアゼル ・ ド ・ サ ェ ル テ ュ ー ル 坂本 教子 (全日 ) 
ポー リー ヌ 平山 智香 子 三角 枝 里 桂 
ルイ ー ズ 村田 友里 (全日 ) 
レオ ニー 日 高 ゆか り 清水 百合 
クラ ラ - 前 田悦子 柳 津 みち よ 
ゴン トラ ン 伊藤 。 潤 ( 全 印 
アル フォ ンス  - 松本 邦 裕 (全日) 
赤帽 プレ ヴォ 本 田 智 ( 全 的 
(都合 に より 出演 者 が 変更 に な る 場合 も あり ます 。'” 9 5. 2 .16 訓 ) 
スタ ッ フ | 
脚色 ・ 演 出 寺崎 裕 則 | 音 邦 山北 史郎 
駅 詞 ・ 編 曲 滝 弘 太 郎 副 指 揮 高橋 直史 
- 原 訳 鈴木 芳子 ピア ニス ト 浜川 潤 
音楽 監督 ・ 指 揮 稲田 康 舞台 監督 増田 明 本 
ステ ー ジ ング 新井 重 美 舞台 監督 助手 米澤 建治 
ーー ガタ 藤代 暁子 演出 助手 岸 京子 
美 箱 川口 直人 次 ホク ト 5 作 2 梨 原 徹 
照 明 奥 畑 康夫 舞台 制作 舞夢 
衣 業 畑野 一 恵 7p99 ツ ョ マネ 沈 ー 安河内 郁 哉 
メイ ク 清水 代 プロ デュ ー サ ー 清 島 利 典 
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公演 日 程 
1995 年 5 月 16 日 ( 火 ) 午後 6 時 3 0 分 開演 
17 日 ( 水 ) 午後 6 時 3 0 分 開演 
-18 日 ( 木 ) 午後 6 時 3 0 分 開演 
19 日 ( 金 ) 午後 6 時 3 0 分 開演 
20 日 ( 土 ) 午後 2 時 開演 
21 日 (日 ) 午後 2 時 開演 


日 慕 里 サーー ホー ル へ の ご 


日 間 里 サーー ホ ー ル (ホテル ラ ング ウッ 4 


〒116 東京 都 荒 川 区 東 日 藤 果 5-50 づ TEL(3807)3211 『:・ 


や ここ で マー ここ の と ら と こら の らら ら の の らら や る で の る ちら る らぶ や の の らら らら る さら る る なら る や ゃ や る や こる や や こ て や や や や や の e ら や やる よら の やら こ とこ こる ら ゃ と ら の ぷと ゃ と の の 


~] R 山 手 線 、J 京浜 東北 線 、 京 成 本 線 「 日 暮 里 」 駅 下車 南 ロ より 徒歩 3 分 


ーー ご 予約 ・ お 問合せ 一 一 


財団 法人 日 本 オペ レッ タ 協 会 
TEL 03(3479)1535 ・ FAX 03(3479)1338 
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ご 予約 ・ お 問合せ 


KEHKII 上 本 オキ ペレ ッ ク 協 会 
TBL 03(3479)1535 ・FAX 03(3479)1338 


